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（財）ポーラ美術振興財団各種助成
●受付期間／11月1日（月）～12月20日（月）消印有効
●助成の目的／広く一般からの公募により、美術分野における活動を
助成し、もって我が国芸術文化の向上、発展に寄与すること。
●助成の対象と応募資格／
1、若手芸術家の在外研修
（1）絵画、彫刻、工芸などの創作に従事する者。
（2）平成12年4月1日現在で年齢20才以上35才以下の者。
（3）日本国籍を有する者、または日本の永住資格を有する者。
（4）研修指導者のもとで研修に従事するもの。（研修受入れの保証
があること、なお留学ではありませんので入学許可書は不要）

国際交流基金
地域・草の根交流欧州派遣助成
●受付締切／12月20日（月）必着
●助成の目的／日本と欧州（旧ソ連を含む）の間の地域・草の根レベ
ルの国際相互理解または国際友好親善を促進するため。
●助成の対象となる団体／日本国内で地域・草の根レベルにおいて、
文化、スポーツ、教育、福祉、環境、国際交流などの分野で活動を行う
非営利団体。
●助成の対象となる活動／
1、欧州において関係機関などとの意見交換などのために人物を派
遣すること。
2、欧州において行われる会議、シンポジウムなどに発表、司会など重
要な役割を果たすために人物を派遣すること。
3、わが国の地域レベルの国際交流活動を指導する立場にある人物
を、当該人物の従事する業務の研修のために欧州へ派遣すること。
4、その他地域・草の根レベルにおける国際相互理解、または国際友
好親善に特に寄与すると認められる活動のために欧州に人物を派遣
すること。
●助成対象事業の期間／平成12年4月1日～平成13年3月31日ま
での間に日本を出発する事業。上記の対象活動の1、2、4の場合は1
か月以内。3の場合は1か月以上1年未満。
●助成の額／1、居住地最寄りの空港と事業実施地最寄りの空港間
の国際航空賃（ディスカウント往復航空運賃）。2、滞在費の一部。
●応募方法／申請書を下記まで請求。
●問い合わせ先／国際交流基金　人物交流部派遣課　107-6021
東京都港区赤坂1丁目12番32号　アーク森ビル21階　Tel.03-
5562-3521　Fax.03-5562-3497

ハウジングアンドコミュニティ財団
住まいとコミュニティづくり活動助成
●受付期間／10月1日（金）～12月10日（金）消印有効
●助成の目的／住まいとコミュニティづくりにとって必要となる施設
などの整備のための研究調査、技術開発、デザイン開発、政策提言な
どを行うとともに、これらの諸活動を行おうとする方々への支援を通
じて、個性豊かな住環境の創造に資すること。
●助成の対象となる活動／民間の有志グループが行う、住まいとコ
ミュニティづくりに関する下記7項目の活動。なお、事業記録などの作
成・出版、講演会・シンポジウムの開催も含まれます。
1、探検・点検型の活動…住まいとコミュニティづくりのきっかけにな
るような住まいのまわりにあるいろいろな魅力や可能性を探し出す。
2、施設の提案・創造型の活動…住宅地のなかで子どもの遊び場や、
お年寄りがくつろげる場所など、生活を豊かにする施設を提案し、そ
の実現をめざす。
3、住環境の保全・整備型の活動…花や緑を増やしたり、歴史のある
建物を残し活用したり、歩道や道路を整備したりすることなど、住まい
の環境を良くしたり、コミュニティの活性化につながるような活動。
4、自然の保護・活用型の活動…動物や植物の生態を守りながら、そ
れを生かした住まいとコミュニティづくりを提案し、実現をめざす。
5、入居者参加の住まいづくりを目指した活動…コーポラティブハウ
スなど入居希望者があらかじめ参加する集合住宅の建設をめざした
全体構想の策定、推進方法の検討、参加者募集などについての活動。
6、集合住宅の建て替え、増改築、大規模修繕をめざした活動…集合
住宅の建て替え、増改築、大規模修繕をめざした居住者が中心となっ
た調査、企画、計画についての活動。
7、その他の活動…住環境教育、防災まちづくり、街の活性化など住ま
いとコミュニティづくりにつながるあらゆる活動。
●助成の期間／平成12年4月1日～平成13年3月31日
●助成の額／1件あたり原則として100万円を上限。総額1000万
円を予定。
●応募方法／11月10日（水）までに官製ハガキにて住所、氏名、電
話番号を明記のうえ、下記「活動助成Ｚ係」まで応募要項・申込書を請
求してください。
●問い合わせ先／（財）ハウジングアンドコミュニティ財団　107-
0052　東京都港区赤坂1-5-11　新虎ノ門ビル5階　Tel.03-
3586-4869

●応募方法／申請書を下記まで請求。
●問い合わせ先／（財）世界自然保護基金日本委員会　105-0014
東京都港区芝3-1-14　日本生命赤羽橋ビル6階　Tel.03-3769-
1713　Fax.03-3769-1717　E-mail　kusakari@wwf.or.jp

（5）研修期間は1年程度であり、この間常勤的な職に就かないこと。
（6）海外での研修に必要な語学力を有すること。
（7）心身ともに健康であること。
2、美術館職員の調査研究
（1）美術館などに勤務する職員。
（2）日本国籍を有する者、または日本の永住資格を有する者。
（3）勤務場所を離れて調査研究などに従事する場合、所属機関の長
の承認が得られること。
（4）調査研究の対象地域は国内外を問いません。
3、美術に関する国際交流
Ａ、海外美術展
（1）我が国美術家が、海外において開催する個展、共同展。
（2）我が国美術家の作品を海外に紹介するため、海外の美術館など
と共同して開催する展覧会。
Ｂ、国内開催の国際会議
（1）我が国で開催され、多くの外国人美術家ないし、美術研究者の参
加を得て行われる美術に関する国際会議。（研究集会、シンポジウム、
セミナーなどを含む）
●助成対象事業の期間／平成12年4月～平成13年3月
●助成の額／1、若手芸術家の在外研修…15名・1名340万円以内
2、美術館職員の調査研究…15件・1件200万円以内
3、美術に関する国際交流…12件・1件200万円以内
●応募方法／申請書は希望する対象分野を指定し、宛先を明記した
Ａ4サイズの返信用封筒に140円切手を貼付同封のうえ、下記まで。
●問い合わせ先／（財）ポーラ美術振興財団　141-0031　東京都
品川区西五反田2-2-10　Tel.03-3494-8237（代）　Fax.03-
3493-6293






